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●時間／ 9:30 ～ 17:00（常設展示は 20:30 まで）　

●休館日／ 11 月 15 日（木）、12 月 7 日（金）　●入館料／無 料　

●会場／ゆいの森あらかわ ３階 企画展示室

●主催／荒川区 吉村昭記念文学館　●共催／福井県ふるさと文学館

〒 116-0002　東京都荒川区荒川二丁目 50 番 1 号　 
TEL 03-3891-4349　FAX 03-3802-4350
https://www.yoshimurabungakukan.city.arakawa.tokyo.jp/

昭和 41 年（1966）ころ　



　自らの“生”を力強く生きる女性の姿を書き続けてきた作家、

津村節子。今年9 0歳を迎え、現在も精力的に執筆活動を続け

る津村の約6 0年に及ぶ創作活動を振り返ります。

　津村は、昭和3年、福井県福井市に生まれました。読書を好

む幼少期を過ごし、やがて作家を志します。昭和2 6年、学習

院大学短期大学部に入学すると、自らが編集・発行人となって

同人雑誌「はまゆふ」を創刊。同時に、大学の文芸部にも所属し、

創作に励みます。昭和2 8年、同じ文芸部員だった吉村昭と結婚。

長い同人雑誌時代を経て、昭和3 9年に「さい果て」で新潮社

同人雑誌賞を受賞。翌年には「玩具」で芥川賞を受賞し、作家

としての一歩を踏み出しました。以後、数々の文学賞を受賞し

ています。

　尽きることのない探究心のもと、時代を超えて女性の心理と

生き方を見つめ続けてきた津村の多彩な作品群を、自筆原稿や

取材メモ、愛用品などを通して紹介します。

■ 朗読会「智恵子飛ぶ」

出　演：竹下景子氏（俳優）
日　時： 11 月 23 日（金・祝）  

14：00 ～ 15：30  
（開場 13：30）

会　場： ゆいの森あらかわ 1 階 
ゆいの森ホール

定　員： 100 名  
（応募多数の場合抽選と
なります。当選者のみ 
11 月 17 日（土）までに
ハガキで通知します。）

参加費：無料

■ 講演会 「果てなき往復書簡 —   

 一編集者から見た吉村昭・津村節子」
講　師： 山口昭男氏  

（岩波書店前代表取締役社長）
日　時： 11 月 4 日（日） 

14：00 ～ 16：00 
（開場 13：30）

会　場： ゆいの森あらかわ 1 階   
ゆいの森ホール

定　員：100 名（申込順）
参加費：無料　

■ 展示解説

11 月 3 日（土・祝）、12 月 5 日（水）  
いずれも 15：00 から 3 階企画展示室で開催 

（30 分程度）
参加費無料、定員 15 名（申込順）

▶   都電荒川線 荒川二丁目（ゆいの森あらかわ前） 

停留場から徒歩 1 分

▶ 東京メトロ千代田線・京成線 町屋駅から徒歩 8 分

▶  コミュニティバスさくら ゆいの森あらかわ下車 

（土日祝のみ運行）
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関連イベント

関連展示

■ トピック展示「津村節子『智恵子飛ぶ』の世界 ～高村智恵子と夫・光太郎の愛と懊
おうのう

悩～」

会　期：<前期> 9月 21日（金）～ 11月14日（水）　<後期> 11月16日（金）～ 平成 31年1月16日（水）
場　所：常設展示室２階著作閲覧コーナー
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福井県ふるさと文学館　同時開催

■ 講演会「津村・吉村文学の魅力」

講　師 : 出久根達郎氏（直木賞作家）
日　時 :  10 月 28 日（日）14：00 ～ 15：30
会　場 : 福井県立図書館　多目的ホール
定　員 : 150 名（申込順）
参加費 : 無料
申込方法 : 電話、FAX、メール、または 

直接福井県ふるさと文学館窓口まで 
〒 918-8113　福井市下馬町 51-11 
TEL　0776-33-8866  
FAX　0776-33-8861  
メール　bungakukan@pref.fukui.lg.jp

■  福井県・荒川区合同企画展
「津村節子
～これまでの歩み、そして明日への思い～」

今年 90 歳を迎えた津村節子氏の業績や、これからの
作家活動への思い、福井ゆかりの作家との交流、夫婦
のつながりなどを紹介します。最新の撮り下ろしイン
タビュー映像もご覧いただけます。

会　期 : 平成 30 年 10 月 26 日（金）～ 31 年 1 月 23 日（水）
場　所 : 福井県ふるさと文学館
入館料 : 無料

▶   フレンドリーバス（無料）：JR 福井駅東口バスターミ
ナルから約 15 分

▶   路線バス：JR 福井駅西口交通広場 5 番のりばから市内
バス（62 系統・一乗谷東郷行き）約 12 分

▶   自動車：北陸自動車道福井インターより約 15 分 国道
8 号板垣交差点を東に折れ約 900m

< 上記イベントの申込み方法 >

10月11日（木）から、ゆいの森あらかわ1階総合受付、ゆいの森あらかわ HP【https://www.yuinomori.city.
arakawa.tokyo.jp/】、FAX【 03-3802-4350/イベント名（展示解説の場合は日付も）・参加者氏名（2名まで）・
代表者の郵便番号・住所・電話番号】でお申込みください。朗読会のみ11月4日（日）締切り。 

1 自筆原稿「玩具」（日本近代文学館蔵）　 2 画家村上豊からの絵手紙（津村節子氏蔵）　 3 愛用

の着物で作った特別装丁本『海鳴』（津村節子氏蔵）　 4  佐渡の文弥人形（福井県ふるさと文学館蔵）

おしどり文学館協定締結 1周年記念　

荒川区・福井県合同企画展

津村節子展 生きること、  
書くこと SETSUKO TSUMURA


